








































Earl Miner による『水無瀬三吟百韻』『遺誡独吟百韻』全訳、および Steven 
D. Carter による『湯山三吟百韻』『小松原独吟百韻』全訳が知られる。翻訳に
は、二句を結びつける多義性をどう処理するか、との困難が伴う（Ramirez-
Christensen, D., 1981, The Essential Parameters of Linked Poetry. Harvard 






















やコミュニケーションのあり方を論じた研究がある（Djerassi, C., 1998, 
Ethical Discourse by Science-in-Fiction. Nature, 393［6685］, p. 511, Gabriel, Y. 
and Connell, N. A. D., 2010, Co-creating stories: Collaborative experiments in 
storytelling. Management Learning, 41, pp. 507-523）。文学と社会学との連携
が期待される。
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醇儒と知られ、儒学の理念を第一とする雨森芳洲が『荘子』にも多大な関心
を示したことは、興味深い事実である。芳洲の『荘子』への関心については、
つとに指摘がされているが、それはおおむね三教合一論に関してである。つぎ
は、中野三敏氏の論文からの引用である（中野三敏「近世中期に於ける老荘思
想の流行」『戯作研究』）。
当代三大醇儒と称された芳洲の口から、本質論に限定されたとは言え、三
教合一論が出るのは、ひとえに朱子学の衰退と仏老の知識人間への浸透と
いう事を示す以外の何ものでもなかろう。老荘を認めざるを得ないという
空気が感じられるのである。
中野氏は、芳洲が「三教合一」を唱えることを、当時の知識人の間にどれほ
ど根強く老荘思想が影響しているかを示す傍証としている。『荘子』が、江戸
時代中期には儒学者たちにまで強く影響しているということは周知の事実であ
るが、明らかに相反する要素を多数有する、儒・仏・道を「三教合一」として
理解することが、何に関しても自身の合理的な思考によって物事を判断する芳
洲にどのようにして可能だったのかという疑問が残る。
発表者は、芳洲の『荘子』理解が、彼の儒学的な思想にどのようにつながる
かをみることで、芳洲の三教一致説の真相を究明する。具体的には、「莊子深
得夫子罕言之（荘子深く夫子罕言の意を得る）」、「莊子可謂能知孔子者矣（荘
芳洲と『荘子』
――三教合一論へのつながりを中心に
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子能く孔子を知る者と謂ふべし）」（以上、『橘窓茶話』）などの言説を取り上げ、
荘子が孔子をよく理解しているとの芳洲の認識が蘇軾の「余以為莊子蓋助孔子
者（余以為らく、荘子は蓋し孔子を助ける者なり）」（『荘子祠堂記』）との言説
に影響されていることを論証する。さらに、芳洲の釈迦への言及も視野に入れ、
芳洲の三教合一論が、三教の教理の合一性をもとにするものではなく、三教を
代表する孔子・釈迦・荘子がお互いを意識し理想とするという認識をもとにし
ていることを述べる。
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細田守監督による『おおかみこどもの雨と雪』は、日本国内のアニメーショ
ン関連の賞をほぼ独占したほか、海外でも高く評価され、2013 年を代表する
アニメーション作品だったと言える。一方でこの作品には、主人公である花が
女性一人で子どもたちを育てるということに対する問題意識の欠如など、特に
物語の内容面について、社会学やジェンダー研究の側から問題点が指摘される
ことが多かった。
本発表はこのような言説状況に対し、劇場版アニメーションだけでなく、小
説版、漫画版も踏まえながら、具体的な作中人物の描かれ方に注目して分析を
おこなう。このような作業を通じ、作品における表現のあり方が現代の物語文
化のなかでどのように位置づけられるのかを考察するものである。
漫画、ライトノベルといったアニメーションの周縁にある現代日本の物語文
化においては、特に 1980 年代にアニメーションの作中人物を表す〈キャラ〉
という用語が定着して以降、〈キャラ〉を描くことがいわば当然のこととされ
てきた。たとえば漫画・アニメ的な人物を小説で描くライトノベルに〈キャラ
クター小説〉という位置づけが与えられてきたのは、この前提に立っての枠組
みである。しかし、例えば東欧のリアリスティックなアニメーション作品群を
見れば明らかなように、アニメーション作品において〈キャラ〉を描くことは
必ずしも自明ではない。このような視点から『おおかみこどもの雨と雪』を見
たとき、この作品は現代日本、さらにはそこから拡張する東アジア文化圏の物
語文化において、従来の作品群とは異なる表現の可能性を示していたと考えら
〈キャラクター〉からの離脱
――細田守『おおかみこどもの雨と雪』における人物表現
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れる。
以上のような問題意識のもと、本発表では、現代日本、さらには現代東アジ
ア文化圏の物語文化を文学研究の立場から考えていくための、新しい方向性を
探っていきたい。
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忠こその「孝」と「不孝」について　
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北村透谷試論
　――『蓬萊曲』を中心に
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探偵する形をとったマジック的なリアリズム小説
　――『色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年』論
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続・中島敦「山月記」材源論：『論語』との関連
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